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私
の
少
年
時
代
は
海
と
と
も

に
在
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
春
に
な
れ
ば
山
へ

行
っ
て
「
い
た
ど
り
」
や
「
た

け
の
こ
」を
採
り
、海
岸
に
行
っ

て
〝
あ
さ
り
〟
や
〝
あ
お
さ
〟

を
採
取
し
て
魚
釣
り
を
楽
し
ん

だ
。
魚
の
餌
と
な
る
ゴ
カ
イ
を

取
り
、
約
二
メ
ー
ト
ル
の
竹
を

切
り
、
枝
を
落
と
し
た
竿
に
テ

グ
ス
と
釣
り
針
を
つ
け
た
だ
け

の
簡
素
な
仕
掛
け
で
あ
っ
た
が
、

魚
は
面
白
い
よ
う
に
釣
れ
た
。

　

ま
た
、
夏
が
来
る
と
友
達
と

海
水
浴
を
楽
し
ん
だ
。
泳
ぐ
こ

と
は
あ
ま
り
せ
ず
、
岩
の
間
に

居
る
二
枚
貝
や
〝
さ
ざ
え
〟〝
に

し
に
な
〟
な
ど
を
採
取
し
な
が

ら
遊
ん
だ
。

　

そ
れ
か
ら
四
十
年
後
、
私
は

久
し
振
り
に
郷
里
に
帰
り
、
海

に
入
っ
て
驚
い
た
。
海
岸
線
は

埋
め
立
て
ら
れ
、
岩
肌
に
群
生

し
て
い
た〝
あ
お
さ
〟や〝
カ
キ
〟

は
影
を
潜
め
、〝
亀
の
手
〟
や

〝
あ
ら
め
〟（
海
藻
）
は
見
事
な

ま
で
に
姿
を
消
し
て
い
た
。

　

戦
後
ま
も
な
く
芋
と
麦
の
二

毛
作
か
ら
み
か
ん
の
栽
培
に
切

り
替
え
ら
れ
、
み
か
ん
へ
の
消

毒
が
海
岸
線
の
生
態
系
を
破
壊

し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

現
在
の
我
々
は
物
質
的
に
豊

か
に
な
っ
た
と
思
い
込
ん
で
い

る
が
、
失
わ
れ
た
美
し
き
自
然

が
二
度
と
返
っ
て
く
る
こ
と
は

な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
日
々
自
然
が
破

壊
さ
れ
つ
つ
あ
っ
て
も
我
々
は

物
質
至
上
主
義
へ
の
傾
注
を
や

め
な
い
。

　

東
京
都
支
部
会
員
の
皆
様
、

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
八
月
三
十
日
の
東

京
都
支
部
総
会
・
講
演
会
・
懇

親
会
並
び
に
十
月
二
十
五
日
の

文
学
・
歴
史
散
歩
に
多
数
の
御

参
加
を
戴
き
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

大
学
九
段
校
舎
に
場
所
を
戻

し
て
の
講
演
会
で
は
、
佐
藤
晋

新
学
長
に
御
登
壇
戴
き
、
楽
し

く
も
今
後
の
為
に
な
る
国
際
政

治
外
交
の
御
話
を
伺
う
事
が
出

来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
學
・
歴
史
散
歩
に

は
、
本
学
の
卒
業
生
で
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
五
井
信
教
授
を
御

招
き
し
、
大
学
で
の
講
義
の

後
、
新
宿
二
、三
丁
目
や
ゴ
ー

ル
デ
ン
街
を
巡
る
と
い
う
新
趣

向
で
、
雨
の
中
乍
ら
懇
親
会
迄

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

扨
、
先
日
、
矢
澤
は
、
平
野

光
治
松
苓
会
会
長
に
御
誘
い
戴

き
、
神
奈
川
県
支
部
特
別
会
員

の
鈴
木
久
子
様
の
第
宅
に
伺
う

機
会
を
得
、
御
主
人
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
作
家
の
故
鈴
木
了
三
先

輩
の
書
斎
で
、
漢
籍
や
稀
覯
本

等
、
先
輩
の
蔵
書
を
拝
見
さ
せ

て
戴
き
ま
し
た
。
私
淑
す
る
鈴

木
先
輩
は
、
矢
澤
と
同
じ
く
中

国
の
古
小
説
が
御
専
門
で
、
そ

こ
で
は
「
二
松
學
舍
の
魂
」
を

感
じ
取
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
魂
を
受
け
継
ぐ
者
と
し

て
、
本
年
も
こ
の
東
京
支
部
を

盛
り
立
て
て
ゆ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。
皆
様
、
御
協
力
の
程
、

宜
し
く
御
願
い
致
し
ま
す
。

顧　

問　

井
上　

和
男
（
42
文
）

相
談
役　

菅
根　

順
之
（
24
文
）

支
部
長　

矢
澤　

喜
成
（
50
文
）

副
支
部
長　

星
野　

優
子
（
42
文
）

　

同　
　

大
山
由
美
子
（
47
文
）

幹
事
長　

片
山　

聖
英
（
50
文
）

監　

事　

大
渕　

俊
明
（
50
文
）

監　

事　

神
本　

一
喜
（
85
文
）

事
務
局
長　

中
原　

敬
二
（
62
文
）

常
任
幹
事　

畠
山　

幸
治
（
37
文
）

　

同　
　

家
永　
　

修
（
44
文
）

　

同　
　

髙
栁　

幸
雄
（
49
文
）

　

同　
　

齋
藤　

祐
一
（
51
文
）

　

同　
　

野
口　

明
宏
（
51
文
）

　

同　
　

菅
原　

義
博
（
53
文
）

　

同　
　

高
橋　

映
子
（
53
文
）

　

同　
　

平
井　
　

領
（
75
政
）

　

同　
　

室
伏
麻
里
子
（
76
文
）

　

同　
　

矢
田　

祐
樹
（
84
文
）

　

同　
　

荒
屋　

陽
子
（
85
文
）

新春を寿ぎ　心よりお慶び申し上げます
東京支部役員一同

二
松
學
舍
の
魂

二
松
學
舍
の
魂��

　
　
支
部
長

　
　
支
部
長    

矢
澤
　
喜
成

矢
澤
　
喜
成
（（
5050
期
）
期
）

豊
か
さ
を
見
つ
め
て
生
き
る

豊
か
さ
を
見
つ
め
て
生
き
る

��

顧
問
顧
問    
井
上
　
和
男

井
上
　
和
男
（（
4242
文
）
文
）
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猛
暑
、
酷
暑
が
続
い
た
八
月

も
終
わ
り
の
三
十
日
（
土
）、
今

年
度
の
支
部
総
会
が
本
学
に

所
を
戻
し
、
一
号
館
二
〇
一

教
室
で
開
催
さ
れ
た
。
出
席
数

二
十
七
名
。
来
賓
と
し
て
松
苓

会
か
ら
平
野
会
長
、
河
野
千
葉

県
支
部
長
、
網
野
神
奈
川
県
支

部
事
務
局
長
が
、
大
学
か
ら
は

佐
藤
学
長
に
陪
席
い
た
だ
い
た
。

　

司
会
は
片
山
幹
事
長
、
議
長

は
野
口
常
任
幹
事
が
推
挙
さ
れ

議
事
進
行
役
員
改
選
期
に
あ
た

り
、
支
部
規
約
に
則
っ
て
支
部

長
以
下
、
役
員
・
新
役
員
が
承

認
さ
れ
た
（
一
面
参
照
）。
前
年

度
会
計
報
告
、
監
査
報
告
に
続

き
今
年
度
の
活
動
案
、
予
算
案

が
示
さ
れ
、
す
べ
て
承
認
。
野

口
議
長
の
快
活
で
活
舌
良
い
進

行
に
よ
り
、
滞
り
な
く
進
み
、

三
十
分
ほ
ど
で
閉
会
と
な
っ
た
。

　

松
苓
会
本
部
、
隣
県
支
部
、

本
学
と
の
連
携
・
交
流
が
今
後

も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
願
う

一
方
、
目
前
の
課
題
は
支
部
会

員
数
を
い
か
に
増
や
し
て
い
く

か
、
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

世
代
を
超
え
た
同
窓
の
場
の
楽

し
さ
を
未
知
未
見
の
方
々
に
お

伝
え
し
た
い
も
の
だ
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
二
〇
二
教

室
に
移
し
、
記
念
講
演
が
行
わ

れ
た
。
渡
辺
和
則
第
十
一
代
学

長
に
よ
る
口
上
の
後
、
講
師
と

し
て
登
壇
さ
れ
た
の
は
佐
藤
晋

現
学
長
。「
日
本
外
交
の
現
状

と
課
題
」
を
演
目
に
混
迷
度
を

増
す
世
界
情
勢
と
日
本
の
今
に

つ
い
て
“
核
保
有
・
核
抑
止
”

“
国
防
費
”“
感
情
論
”“
陰
謀
論
”

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
図
表
、
デ
ー

タ
を
用
い
て
お
話
し
い
た
だ
い

た
。

　

求
め
れ
ば
容
易
く
、
あ
ら
ゆ

る
情
報
を
誰
も
が
手
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
多
様
性
の
現
代
は

価
値
観
も
個
々
さ
ま
ざ
ま
だ
。

事
実
を
教
え
る
学
問
な
が
ら
、

現
代
は
事
実
よ
り
も
感
情
が
優

先
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
感
情

の
処
置
を
教
え
る
難
し
さ
を
説

か
れ
る
。

　

シ
ャ
ツ
の
袖
を
ま
く
り
あ
げ

て
語
る
佐
藤
学
長
の
姿
に
心
は

学
生
時
代
に
戻
り
、
学
び
思
考

す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

�
（
高
橋
）

　

家
永
修
氏
の
司
会
で
し
め

や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

場
所
は
九
段
校
舎
13
階
ラ
ウ

ン
ジ
で
す
。
飲
み
放
題
、
食

べ
放
題
の
説
明
が
中
原
事
務

局
長
か
ら
あ
り
、
畠
山
幸
治

氏
の
乾
杯
。
い
き
な
り
勢
い

よ
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

千
葉
県
の
河
野
支
部
長
が
お

礼
の
挨
拶
を
さ
れ
て
、
家
永

氏
が
参
加
者
全
員
に
近
況
報

告
を
振
ら
れ
て
、
参
加
者
全

員
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
松
苓
会
に
は
元

教
員
の
方
が
多
く
、
興
味
深

い
話
を
た
く
さ
ん
聞
け
ま
し

た
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
話
始

め
る
と
な
か
な
か
止
ま
ら
な

い
（
笑
）。

　

び
っ
く
り
し
た
こ
と
に
、

佐
藤
晋
学
長
が
最
後
ま
で
お

付
き
合
い
く
だ
さ
っ
た
の
に

は
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。
と

き
ど
き
中
原
事
務
局
長
に
対

し
て
愛
情
溢
れ
る
や
り
と
り

を
聞
い
て
い
る
と
親
し
み
や

す
い
方
だ
な
あ
と
つ
く
づ
く

感
じ
ま
し
た
。
元
学
長
の
渡

辺
先
生
か
ら
の
紹
介
で
は
と

て
も
優
秀
な
方
だ
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
が
、
全
然
偉
ぶ

ら
な
い
し
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん

な
本
音
を
た
く
さ
ん
お
伺
い

で
き
ま
し
た
。

　

時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
参
加

者
全
員
の
お
話
を
伺
い
、
金

井
康
氏
の
一
本
絞
め
で
幕
を

下
ろ
し
ま
し
た
。�

（
野
口
）

総会の様子佐藤晋学長

　
　
　
　
懇
親
会

参加者集合写真

令
和
七
年
度
東
京
支
部
総
会

令
和
七
年
度
東
京
支
部
総
会
常
任
幹
事
　

常
任
幹
事
　��

高
橋
　
映
子

高
橋
　
映
子
（（
5353
文
）
文
）

　
　（
記
念
講
演
会
・
懇
親
会
）

　
　（
記
念
講
演
会
・
懇
親
会
）��常
任
幹
事

常
任
幹
事
　
野
口
　
明
宏

　
野
口
　
明
宏
（（
5151
文
）
文
）

　

千
葉
支
部
長
の
河
野
千
津
子
氏
よ
り
鄭
重
な
る
総
会
・
講
演

会
の
ご
案
内
を
頂
き
、
千
葉
支
部
の
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朽
見
行
雄
氏
に
よ
る
「
和
紙
と
日
本

文
化
」
と
い
う
題
で
、
と
て
も
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
懇
親

会
で
は
一
気
に
打
ち
解
け
た
の
で
す
。

　

同
じ
こ
と
が
各
支
部
の
会
に
も
あ
り
ま
す
。
以
前
か
ら
の
盟

友
知
友
の
絆
を
強
く
感
じ
る
の
で
す
。

信
頼
の
絆
を
結
ぶ
会

信
頼
の
絆
を
結
ぶ
会��

常
任
幹
事

常
任
幹
事  

家
永
　
修

家
永
　
修
（（
4444
文文
））
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ま
さ
に
シ
ン
文
学
・
歴
史
散
歩　
　

事
務
局
長　

中
原　

敬
二
（
62
文
）　

　

五
井
教
授
と
ゼ
ミ
生
の
人
柄
に
ふ
れ
て　
　

群
馬
支
部　

勅
使
川
原　

覚
（
53
文
）　

　
　
　
　〈
参
加
者
感
想
〉

・・新
宿
文
学
・
歴
史
散
歩
報
告

新
宿
文
学
・
歴
史
散
歩
報
告

副
支
部
長
　
大
山
　
由
美
子

副
支
部
長
　
大
山
　
由
美
子
（（
4747
文
）
文
）

　

秋
雨
の
十
月
二
十
五
日
、
九

段
キ
ャ
ン
パ
ス
三
号
館
十
四
時

集
合
、
本
学
文
学
部
五
井
信
教

授
に
よ
る
「
見
ど
こ
ろ
解
説
」

講
義
開
始
。
近
代
文
学
作
品
を

読
み
解
く
上
で
、
地
理
的
な
場

所
の
理
解
と
共
に
歴
史
的
な
軸

も
頭
の
中
に
入
れ
て
お
く
こ
と

が
必
要
と
の
ご
教
示
い
た
だ

く
。
五
街
道
の
宿
場
や
新
宿
駅

周
辺
の
簡
略
図
を
板
書
し
て
の

詳
細
な
解
説
に
、
本
日
の
散
歩

へ
の
期
待
が
高
ま
る
。

　

九
段
下
駅
か
ら
都
営
新
宿
線

に
て
新
宿
三
丁
目
駅
下
車
、
太

宗
寺
へ
。
境
内
入
口
で
は
、
高

さ
二
六
七
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な

菩
薩
様
が
お
出
向
か
え
。
漱
石

幼
少
期
の
養
子
先
塩
原
家
、
そ

の
裏
手
に
あ
っ
た
の
が
太
宗

寺
。「
見
ど
こ
ろ
解
説
」
で
い

た
だ
い
た
漱
石
の
自
伝
小
説

と
い
わ
れ
る
『
道
草
』
主
人
公

が
こ
の
菩
薩
様
に
よ
じ
登
っ
た

描
写
部
分
の
資
料
を
再
読
。
映

画
「
セ
ー
ラ
ー
服
と
機
関
銃
」

ロ
ケ
で
主
演
の
薬
師
丸
ひ
ろ
子

氏
も
菩
薩
様
に
登
る
シ
ー
ン
が

あ
っ
た
と
先
生
よ
り
紹
介
あ

り
。
境
内
に
は
、
都
内
最
大
の

閻
魔
像
を
祀
る
閻
魔
堂
、
額
に

銀
製
の
三
日
月
を
戴
く
三
日
月

不
動
像
を
祀
る
不
動
堂
。
自
分

の
痛
む
と
こ
ろ
を
地
蔵
に
あ
て

は
め
、
そ
の
部
分
に
塩
を
か
け

て
祈
願
す
る
塩
か
け
地
蔵
が
信

仰
を
集
め
て
い
る
。

　

正
受
院
で
は
、
太
平
洋
戦
争

に
ま
つ
わ
る
数
奇
な
運
命
を
持

つ
梵
鐘
「
平
和
の
鐘
」、
靖
国

通
り
に
面
す
る
成
覚
寺
で
は
、

江
戸
時
代
中
期
の
戯
作
者
狂
歌

師
恋
川
春
町
の
墓
を
参
る
。
投

げ
込
み
寺
と
も
呼
ば
れ
る
成
覚

寺
で
は
、
宿
場
で
働
く
身
寄
り

の
な
い
飯
盛
女
達
や
行
き
倒
れ

た
旅
人
達
の
供
養
塔
に
合
掌
。

　

雨
脚
強
ま
る
中
、
戦
後
の
混

乱
期
に
で
き
た
闇
市
が
起
源
と

い
う
ゴ
ー
ル
デ
ン
街
へ
。
三
百

軒
近
い
店
が
所
狭
し
と
並
ぶ
。

作
家
や
映
画
、
演
劇
関
係
者
が

通
う
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
私
道

で
あ
る
路
地
で
の
写
真
や
動
画

撮
影
は
禁
止
と
の
こ
と
。
そ
の

後
、
飯
田
橋
方
面
へ
延
び
て
い

た
都
電
角
筈
線
跡
の
モ
ザ
イ
ク

状
石
畳
を
進
む
。
大
正
時
代
に

開
通
し
た
路
線
は
、
一
九
七
〇

年
に
廃
止
と
な
り
、
遊
歩
道
へ

と
転
用
整
備
さ
れ
た
そ
う
だ
。

雨
に
濡
れ
た
石
畳
を
抜
け
て
、

懇
親
会
場
へ
向
か
う
頃
は
、
大

通
り
沿
い
の
歩
道
は
大
混
雑
。

静
か
に
過
ご
し
た
散
歩
の
時
間

か
ら
一
転
、
大
都
会
の
人
ご
み

に
流
さ
れ
る
よ
う
に
会
場
到
着
。

　

懇
親
会
の
時
間
も
楽
し
く
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
で
進
行
。

　

雨
の
中
二
十
名
以
上
の
方
々

と
体
感
し
た
新
宿
の
歴
史
と
文

化
の
旅
、
企
画
や
運
営
に
携

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
心

よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

︱
次
回
も
お
楽
し
み
に
。

　

東
京
支
部
の
文
学
・
歴
史
散

歩
の
講
師
が
同
期
生
の
五
井
信

教
授
と
い
う
こ
と
で
、
群
馬
支

部
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

　

我
々
53
期
は
、
卒
業
後
も
新

宿
歌
舞
伎
町
で
飲
み
会
を
し
て

い
ま
し
た
。
当
時
の
行
き
つ
け

は
「
み
や
こ
ん
じ
ょ
う
」、
最

近
で
は
「
大
陸
」
が
会
場
で
す
。

全
国
各
地
に
離
れ
離
れ
に
な
っ

た
仲
間
で
す
が
、
誰
か
が
上
京

す
る
と
の
連
絡
が
あ
る
と
、
声

を
か
け
あ
っ
て
集
ま
っ
て
い
る

メ
ン
バ
ー
で
す
。

　

五
井
教
授
の
ゼ
ミ
で
は
、
初

年
の
歓
迎
コ
ン
パ
は
吉
原
界
隈

で
飲
み
会
、
二
年
目
の
卒
業
コ

ン
パ
が
新
宿
二
丁
目
界
隈
で
の

飲
み
会
と
い
う
の
が
恒
例
だ
そ

う
で
す
。
懇
親
会
は
残
念
な
が

ら
二
丁
目
の
店
で
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
五
井
教
授
の
人
柄

か
、
卒
業
し
た
ゼ
ミ
生
も
参
加

し
て
、
今
ど
き
の
学
生
の
話
を
聞

き
な
が
ら
、
我
々
の
学
生
時
代
を

思
い
出
し
ま
し
た
。楽
し
い
文
學・

歴
史
散
歩
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
文
学
歴
史
散
歩
は
、

現
役
大
学
教
授
に
よ
る
「
講
義

か
ら
の
散
歩
」
と
い
う
今
ま
で

に
な
い
カ
タ
チ
で
実
施
し
ま
し

た
。
五
井
ゼ
ミ
の
卒
業
生
達
や

教
授
の
奥
様
も
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
、
様
々
な
年
代
の
人
た

ち
が
集
い
、
電
車
で
の
移
動
中

か
ら
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

散
歩
は
十
五
時
位
か
ら
の
約

一
時
間
。
ち
ょ
う
ど
良
い
運
動

で
し
た
。
新
宿
二
丁
目
や
ゴ
ー

ル
デ
ン
街
の
怪
し
い
？
雰
囲
気

は
明
る
い
う
ち
で
も
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
十
六
時
半
か
ら
新

宿
三
丁
目
で
開
始
。
ち
ょ
っ
と

早
め
で
す
が
、
土
曜
日
の
新
宿

で
は
当
た
り
前
の
時
間
で
す
。

若
者
向
け
の
揚
げ
物
な
ど
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
あ
る
料
理
の
コ
ー

ス
で
し
た
が
、
ベ
テ
ラ
ン
達
も

ペ
ロ
リ
で
す
。
飲
み
放
題
で
大

い
に
飲
み
、
昔
話
で
盛
り
上
が

る
、
こ
れ
が
元
気
の
源
な
の
だ

と
痛
感
し
ま
し
た
。

雨の中太宗寺へ向かう

参加した皆さん
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昭
和
レ
ト
ロ
に
魅
せ
ら
れ
て

昭
和
レ
ト
ロ
に
魅
せ
ら
れ
て

��

監
事
　

監
事
　
大
渕
　
俊
明

大
渕
　
俊
明
（（
5050
文
）
文
）

　

昭
和
40
年
代
ま
で
は
、
ま
だ

戦
前
の
教
え
が
残
っ
て
い
ま
し

た
。
私
の
小
学
生
時
代
、
教
室

で
先
生
の
話
を
聞
か
ず
に
隣
の

子
に
話
し
か
け
た
り
、
ち
ょ
っ

か
い
を
出
し
た
り
す
る
子
が
い

ま
し
た
。
先
生
の
何
度
目
か
の

注
意
の
後
、
教
室
の
後
ろ
に
立

た
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
ふ
ざ

け
て
、
廊
下
に
出
さ
れ
る
と
い

う
始
末
で
し
た
。
漫
画
の
サ
ザ

エ
さ
ん
に
出
て
く
る
カ
ツ
オ
の

よ
う
で
し
た
。

　

小
学
１
年
生
か
ら
給
食
が
あ

り
、
６
年
生
が
配
膳
を
手
伝
っ

て
く
れ
て
、
毎
日
美
味
し
く
食

事
を
と
り
ま
し
た
。
３
年
生
ま

で
給
食
に
脱
脂
粉
乳
が
あ
り
ま

し
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
の

子
供
の
栄
養
補
給
の
た
め
、
学

校
給
食
に
提
供
さ
れ
、
昭
和
40

年
初
め
ま
で
続
き
ま
し
た
。
脱

脂
粉
乳
を
飲
ん
だ
経
験
は
あ
り

ま
す
か
。
冷
め
た
脱
脂
粉
乳
は

私
も
苦
手
で
し
た
。
ま
た
、
現

在
の
学
校
給
食
に
ご
飯
の
日
が

あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。

当
時
は
毎
日
食
パ
ン
で
し
た
。

た
ま
に
揚
げ
パ
ン
や
ソ
フ
ト
麵

永
久
平
和
を
願
う

永
久
平
和
を
願
う

��
 

　
常
任
幹
事
　

常
任
幹
事
　
髙
栁
幸
雄
（

髙
栁
幸
雄
（
4949
文文
））

の
日
が
あ
り
、
み

ん
な
で
喜
ん
だ
覚

え
が
あ
り
ま
す
。

　

戦
中
戦
後
を
生
き
抜
い
た
親
の
世
代
は
、
戦
時

中
、
中
学
生
は
学
校
単
位
で
軍
需
工
場
や
飛
行
場

等
に
動
員
さ
れ
、
小
学
生
は
疎
開
し
た
そ
う
で
す
。

食
料
不
足
で
満
足
な
食
事
を
と
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
戦
後
も
食
糧
難
は
続
き

ま
す
が
、
国
民
は
必
死
に
働
き
、
高
度
成
長
を
も

た
ら
し
ま
す
。
つ
い
に
復
興
を
成
し
遂
げ
、
そ
の

後
、
日
本
は
世
界
第
２
位
の
経
済
大
国
に
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。
お
陰
で
国
民
の
生
活
水
準
は
上
が

り
、
安
定
し
た
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
が
流
行
り
出
し
、

家
族
で
外
食
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
日
本
の

食
は
豊
か
に
な
り
、
飽
食
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
れ
は
平
和
な
時
代
が
長
く
続
い
て
い
る
か
ら
に

他
な
り
ま
せ
ん
。
今
、
海
外
か
ら
多
く
の
人
々
が

来
日
し
、
各
地
で
安
心
し
て
日
本
の
食
事
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　
「
日
本
国
憲
法
」
の
「
前
文
」
に
「
わ
れ
ら
と
わ

れ
ら
の
子
孫
の
た
め
に
、
諸
国
民
と
の
協
和
に
よ

る
成
果
と
、
わ
が
国
全
土
に
わ
た
っ
て
自
由
の
も

た
ら
す
恵
沢
を
確
保
し
、
政

府
の
行
為
に
よ
っ
て
再
び
戦

争
の
惨
禍
が
起
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
」
と
あ

り
ま
す
。
戦
後
八
十
年
、
平

和
が
維
持
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
美
味
し
い
食
事
が
と
れ

る
よ
う
今
後
も
平
和
で
あ
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。

特 

集

昭
和
一
〇
〇
年
―
戦
後
八
〇
年

昭
和
一
〇
〇
年
―
戦
後
八
〇
年
――

　
　︿
区
切
り
の
年
に
あ
た
り
、
思
い
を
﹀

　
　︿
区
切
り
の
年
に
あ
た
り
、
思
い
を
﹀

　

最
近
「
昭
和
一
〇
〇
年
」
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
で
「
昭

和
」
の
時
代
の
移
り
変
わ
り
を
振
り
返
ろ
う
と
い
う

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
元
年
か
ら
の

一
〇
〇
年
間
、
戦
争
や
バ
ブ
ル
景
気
の
発
生
と
終
了
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
、
様
々
な
出
来

事
に
よ
っ
て
非
常
に
変
化
の
大
き
な
時
代
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
利

便
性
や
効
率
性
が
重
視
さ
れ
る
社
会
に
な
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

　

私
が
生
き
た
「
昭
和
」
は
中
期
か
ら
後
期
の
三
〇

年
余
り
で
す
が
、
そ
の
後
平
成
・
令
和
と
母
校
「
二

松
学
舎
」
で
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
学
生
時

代
、
職
員
と
し
て
「
昭
和
レ
ト
ロ
」
と
呼
ん
で
も
差

し
支
え
の
な
い
ア
ナ
ロ
グ
で
温
も
り
の
あ
る
「
昭

和
」
の
母
校
「
二
松
学
舎
」
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し

た
。
私
が
入
学
し
た
昭
和
五
十
三
年
は
、
前
年
（
昭

和
五
十
二
年
）
の
『
二
松
学
舎
創
立
百
周
年
』
記
念

事
業
と
し
て
様
々
な
変
化
が
あ
っ
た
と
後
日
先
輩
諸

氏
か
ら
伺
い
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
第
一
記
念
館
・

ク
ラ
ブ
棟
の
新
築
で
す
。
第
一
記
念
館
は
、
地
下
１

階
地
上
５
階
建
て
で
図
書
館
・
武
道
場
・
体
育
館
等

が
配
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
入
学
試
験
時
に
は
工
事
幕

に
覆
わ
れ
て
い
た
た
め
大
学
校
舎
の
確
認
に
迷
っ
た

と
同
期
生
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、
入
学
式
・
卒

業
式
と
も
九
段
会
館
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

も
私
た
ち
の
代
か
ら
と
の
こ
と
で
し
た
。
第
一
記
念

館
は
、
新
し
い
機
器
・
機
材
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
本
館
は
正
し
く
「
昭
和
レ
ト
ロ
」
で
黒
板
と

机
・
椅
子
し
か
な
い
と
い
う
世
界
で
し
た
。
特
別
教

室
は
和
室
（
書
道
室
）・
Ｌ
Ｌ
教
室
だ
け
と
記
憶
し
て

い
ま
す
。
狭
い
な
が
ら
も
四
年
間
を
同
一
キ
ャ
ン
パ

ス
で
先
輩
・
同
期
・
後
輩
と
過
ご
せ
た
こ
と
は
幸
せ

だ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
昭

和
五
十
七
年
卒

業
、
母
校
に
職
員
と
し
て
奉
職

致
し
ま
し
た
が
、
同
年
柏
（
当

時
は
沼
南
）
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開

設
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
九

段
・
柏
の
２
キ
ャ
ン
パ
ス
が
始

ま
り
ま
し
た
。
後
の
九
段
集
約

ま
で
２
キ
ャ
ン
パ
ス
が
継
続
さ

れ
ま
し
た
。

　

昭
和
以
降
、
平
成
・
令
和
と

母
校
は
発
展
を
続
け
ま
す
。
平

成
十
六
年
に
現
在
の
１
号
館
・

２
号
館
が
完
成
し
、
そ
の
後
、

５
号
館
ま
で
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
更
に
、
令
和
に
お
い
て
６

号
館
の
開
設
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
母
校
の
更
な
る
発
展

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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「
運
命
」
を
背
負
っ
た
校
歌

「
運
命
」
を
背
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っ
た
校
歌
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常
任
幹
事
　

常
任
幹
事
　
齋
藤
祐
一
（

齋
藤
祐
一
（
5151
文文
））

　

谷
崎
潤
一
郎
の
『
細
雪
』
は

昭
和
一
八
年
に
『
中
央
公
論
』

で
連
載
が
始
ま
っ
た
。
作
品
の

主
題
の
一
つ
は
「
日
本
美
が
滅
び

ゆ
く
プ
ロ
セ
ス
」
だ
が
、
そ
の
日

本
美
が
時
局
に
そ
ぐ
わ
な
い
と

し
て
軍
部
よ
り
連
載
を
止
め
ら

れ
た
。
作
中
で
は
蒔
岡
四
姉
妹

が
帯
や
襦
袢
・
羽
織
な
ど
を
丁

寧
に
選
ぶ
よ
う
に
、
柄
そ
の
も

の
よ
り
「
選
ぶ
手
間
」
と
い
う

生
活
様
式
に
結
び
つ
い
た
美
が

描
か
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
儀
式

的
な
美
意
識
は
現
代
に
も
残
り
、

朝
の
ル
ー
テ
ィ
ン
動
画
で
家
事

や
服
選
び
を
楽
し
む
姿
に
受
け

継
が
れ
て
い
る
。
し
か
し
洗
濯

や
服
選
び
を
Ａ
Ｉ
洗
濯
機
が
代

替
し
、
体
調
デ
ー
タ
や
気
候
デ
ー

タ
か
ら
最
適
な
服
を
用
意
す
る

未
来
も
近
い
。
Ａ
Ｉ
に
よ
る
価

値
観
の
転
換
は
当
時
の
西
洋
文

化
の
流
入
に
匹
敵
す
る
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
「
日
本
美
が
滅
び
ゆ
く

プ
ロ
セ
ス
」
が
再
生
産
さ
れ
る

の
だ
。
昭
和
一
〇
〇
年
と
は
、

Ａ
Ｉ
に
よ
り
多
く
の
モ
ノ
コ
ト

が
代
替
さ
れ
て
い
く
過
程
の
な

か
で
日
本
美
を
再
発
見
す
る
と

同
時
に
、
ま
た
そ
れ
が
滅
ん
で

ゆ
く
プ
ロ
セ
ス
を
眺
め
る
、
そ

の
よ
う
な
視
座
と
な
る
。

昭
和
一
〇
〇
年
と
『
細
雪
』

監
事
　
神
本
一
喜
（
85
文
）

　

�
あ
な
た
変
わ
り
は
な
い
で
す

か
／
日
ご
と
寒
さ
が
つ
の
り

ま
す

　

都
は
る
み
の「
北
の
宿
か
ら
」

の
冒
頭
で
あ
る
。
昭
和
一
〇
〇

年
の
、
ち
ょ
う
ど
半
分
が
過
ぎ

た
年
に
ヒ
ッ
ト
し
た
こ
の
曲

は
、
シ
ョ
パ
ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏

曲
第
１
番
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
よ

く
似
て
い
る
。

　

と
い
う
よ
う
に
、
世
の
な
か

に
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
思

い
起
こ
さ
せ
る
よ
う
な
歌
が
少

な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
よ
う
に
思
う
の
だ
が
、

二
松
学
舎
の
校
歌
に
も
、
う
す

う
す
そ
ん
な
こ
と
を
感
じ
て
い

る
。

　

来
年
（
令
和
八
年
）、
創
立

一
〇
〇
年
を
迎
え
る
Ｎ 

Ｈ 

Ｋ 

交
響
楽
団
（
Ｎ
響
）
は
、
早
く

か
ら
ド
イ
ツ
系
の
指
揮
者
を
招

い
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
ド
イ

ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
音
楽
を
得

意
と
し
て
い
る
。同
じ
く
来
年
、

没
後
二
〇
〇
年
を
迎
え
る
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
楽
曲
も
、
看
板

レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
一
つ
で
あ

る
。
昭
和
一
〇
〇
年
と
い
う
時

の
流
れ
の
な
か
で
、
こ
の
希
代

の
作
曲
家
は
、「
楽
聖
」
と
し

て
日
本
に
定
着
し
た
。
Ｎ
響
の

音
楽
活
動
が
、
そ
の
定
着
に
大

き
く
寄
与
し
た
こ
と
は
、
疑
い

な
い
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
こ
の
「
楽
聖
」
の
代

表
作
の
一
つ
に
、
交
響
曲
第
５

番
が
あ
る
。
実
は
、
二
松
学
舎

の
校
歌
が
、
そ
の
第
２
楽
章
の

第
２
主
題
に
よ
く
似
て
い
る
の

で
あ
る
。
冒
頭
の
主
旋
律
の
み

を
示
す
と
、1
の
よ
う
に
な
る
。

原
曲
は
３
／
８
拍
子
で
あ
る

が
、
校
歌
と
比
較
し
や
す
い
よ

う
に
、
４
／
４
拍
子
に
書
き
換

え
て
あ
る
。
2
が
二
松
学
舎
の

校
歌
の
冒
頭
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
出
だ
し
の
３

拍
が
リ
ズ
ム
、
音
程
と
も
に
全

く
同
じ
で
あ
り
、
演
奏
の
テ
ン

ポ
も
ほ
ぼ
同
一
と
言
っ
て
よ

い
。
主
和
音
の
音
を
中
心
に
、

穏
や
か
に
進
行
す
る
第
２ 

主

題
は
、
第
２
楽
章
で
五
回
繰
り

返
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
さ
さ

や
く
よ
う
な
木
管
群
に
続
き
、

金
管
群
が
奏
で
る
フ
レ
ー
ズ

は
、
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
風
の
荘

重
な
響
き
を
も
つ
。
両
曲
に
共

通
す
る
の
は
冒
頭
部
分
の
み
な

が
ら
、
第
２
主
題
の
曲
想
は
、

校
歌
全
体
の
基
調
を
成
し
て
い

る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
二
松
学
舎
の
校

歌
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
昭
和

一
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
作
詞

は
、
岡
山
の
落
合
高
等
女
学
校

の
教
師
新
田
貫
一（
第
五
回
卒
）

に
よ
る
も
の
で
、
校
歌
制
定
委

員
会
に
よ
る
補
正
が
加
え
ら
れ

て
い
る
。
作
曲
は
、
東
京
音
楽

学
校
と
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体

的
な
作
曲
者
は
不
明
で
あ
る
。

戦
後
、
新
制
大
学
へ
の
移
行
に

伴
い
、
現
在
の
歌
詞
へ
と
改
訂

さ
れ
た
も
の
の
、
曲
は
そ
の
ま

ま
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

明
治
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
、

全
国
の
学
校
で
は
、
校
歌
の
作

曲
を
東
京
音
楽
学
校
へ
委
託
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
東
京
芸
大

の
大
学
史
料
室
に
は
、「
作
曲
委
託

関
係
書
」

が
、
明
治

四
〇
年
の

も
の
か
ら

保
管
さ
れ

て
い
る
。

同
年
に
は
、

滋
賀
県
立

商
業
学
校

な
ど
の
三

校
が
、
そ

の
翌
年
に

は
、
京
華

中
学
校
な

ど
の
一
一

校
が
依
頼

し
て
お
り
、
助
教
授
の
楠
美
恩

三
郎
ら
が
作
曲
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。

　

同
校
が
昭
和
二
四
年
ま
で
に

作
曲
し
た
校
歌
な
ど
は
、
同

関
係
書
に
よ
る
と
、
お
よ
そ

八
〇
〇
曲
に
も
及
ぶ
。
た
だ
残

念
な
が
ら
、
二
松
学
舎
か
ら
の

委
託
書
類
は
、
残
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
だ
。

　

昭
和
一
八
年
当
時
、
同
校
で

楽
理
や
作
曲
を
教
え
て
い
た
の

は
、
信
時
潔
、
橋
本
国
彦
、
平

井
保
喜
、
細
川
碧
な
ど
の
教
師

で
あ
る
。
と
り
わ
け
信
時
と
平

井
は
、
多
く
の
校
歌
を
作
曲
し

て
い
る
。

　

日
独
伊
同
盟
が
結
ば
れ
、
戦

局
が
厳
し
さ
を
増
す
な
か
、
ド

イ
ツ
音
楽
の
王
道
た
る
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
５
番「
運
命
」

か
ら
着
想
を
得
て
、
お
そ
ら
く

彼
ら
の
う
ち
の
誰
か
が
、
二
松

学
舎
の
校
歌
を
作
曲
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
昭
和

一
〇
〇
年
を
迎
え
、〈
世
界
の

光
〉
と
し
て
〈
東
洋
の
学
〉
が

継
承
さ
れ
、「
日
ご
と
寒
さ
」

が
つ
の
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な

〈
平
和
の
御
国
〉
が
続
く
な
か
、

「
運
命
」
を
背
負
っ
た
校
歌
は
、

こ
れ
か
ら
も
永
く
歌
い
継
が
れ

て
ゆ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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先
日
、
知
人
が
子
供
か
ら

「
お
母
さ
ん
っ
て
、『
昭
和
時
代
』

生
ま
れ
な
の
？
」
と
言
わ
れ
た

と
い
う
話
を
聞
い
た
。
昭
和
に

「
時
代
」
を
つ
け
る
と
、
や
け

に
遠
い
昔
に
感
じ
る
。
今
の
子

供
達
は
、我
々
が「
江
戸
時
代
」、

「
明
治
時
代
」、「
大
正
時
代
」

と
呼
ぶ
感
覚
で
、「
昭
和
時
代
」

と
呼
ん
で
い
る
の
だ
な
あ
と
、

妙
に
感
心
し
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
だ
け
昭
和
は
昔
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
昭

和
は
「
激
動
」
と
い
う
ワ
ー
ド

で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
た

し
か
に
戦
争
が
あ
り
、
焼
跡
か

ら
の
復
興
、
高
度
成
長
へ
と
移

り
ゆ
く
濃
い
時
代
で
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
高
度
成
長
期
の
象
徴

が
一
九
七
〇
年
の
大
阪
万
博

だ
っ
た
。
当
時
小
学
校
低
学
年

だ
っ
た
私
は
行
き
た
く
て
も
行

け
ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
た
の

を
覚
え
て
い
る
。そ
の
万
博
が
、

偶
然
に
も
昭
和
一
〇
〇
年
を
迎

え
た
昨
年
に
再
び
大
阪
で
開
催

さ
れ
、
二
松
学
舎
も
漱
石
ア
ン

ド
ロ
イ
ド
を
出
展
す
る
と
い
う

形
で
協
賛
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
各
種
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
た
が
、
こ
う
し
た
昭

和
一
〇
〇
年
の
記
念
す
べ
き
イ

　
二
松
学
舎
と
「
昭
和
時
代
」

　

常
任
幹
事
　
菅
原
　
義
博
（
53
文
）

　
時
の
流
れ
と
女
性
総
理
大
臣
誕
生

　

常
任
幹
事
　
平
井
　
領
（
75
文
）

　
次
世
代
に
伝
え
る
べ
き
も
の

　

常
任
幹
事
　
荒
屋
　
陽
子
（
85
文
）

ベ
ン
ト
に
二
松
学
舎
が
関
わ
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、卒
業
生
・

関
係
者
の
一
人
と
し
て
、非
常
に

誇
ら
し
い
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
昭
和
が
始
ま
っ
た

一
九
二
六
年
、
二
松
学
舎
で
は

何
が
起
き
て
い
た
の
か
。
そ
の

年
、
二
松
学
舎
は
専
門
学
校
の

設
立
を
計
画
し
、
舎
長
の
渋
沢

栄
一
を
中
心
に
精
力
的
に
こ
れ

を
進
め
て
い
た
と
い
う
。
昭
和

二
年
の
創
立
五
〇
周
年
を
経

て
、
昭
和
三
年
、
二
松
学
舎
専

門
学
校
が
開
設
さ
れ
、
そ
れ
ま

で
の
塾
か
ら
国
文
・
漢
文
の
教

師
を
養
成
す
る
専
門
学
校
へ
と

生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
ま
さ
に
、

そ
の
後
の
二
松
学
舎
の
特
色
を

形
造
っ
て
い
く
た
め
の
変
化

は
、
ち
ょ
う
ど
「
昭
和
」
と
と

も
に
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
一
〇
〇
年
。
来
年

二
〇
二
七
年
に
二
松
学
舎
は
創

立
一
五
〇
周
年
を
迎
え
る
。
す

で
に
学
内
で
は
、
こ
れ
に
向
け

た
準
備
が
始
ま
っ
て
い
る
。
次

の
一
〇
〇
年
に
は
ど
ん
な
未
来

が
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

一
九
四
五
年
七
月
、
ト
ル
ー

マ
ン
、
チ
ャ
ー
チ
ル
、
ス
タ
ー

リ
ン
が
ポ
ツ
ダ
ム
で
会
談
し
、

日
本
の
降
伏
を
求
め
る
ポ
ツ
ダ

ム
宣
言
を
発
表
し
た
。
日
本
が

こ
れ
を
黙
殺
す
る
一
方
、
ア
メ

リ
カ
は
八
月
六
日
広
島
に
、
九

日
に
長
崎
に
原
子
爆
弾
を
投
下

し
た
。
同
時
に
ソ
連
は
ヤ
ル
タ

協
定
に
も
と
づ
き
、
日
ソ
中
立

条
約
を
無
視
し
て
、
八
月
八
日

に
日
本
に
宣
戦
し
、
侵
攻
し
た
。

　

八
月
一
四
日
、
日
本
は
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
て
無
条
件

降
伏
し
、
一
五
日
に
天
皇
の
玉

音
放
送
に
よ
り
国
民
に
も
明
ら

　

昨
年
度
、
私
は
高
校
二
年
生

の
担
任
と
し
て
修
学
旅
行
の
引

率
を
し
た
。
私
の
勤
務
校
の
修

学
旅
行
は
一
月
の
終
わ
り
の
沖

縄
で
あ
る
。私
が
知
る
戦
争
は
、

「
火
垂
る
の
墓
」「
硫
黄
島
か
ら

の
手
紙
」
な
ど
と
い
っ
た
映
画

や
、
社
会
科
の
教
科
書
・
資
料

集
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
流

れ
た
イ
ラ
ク
戦
争
や
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
な
ど
で
あ
り
、
身
近
な

も
の
と
し
て
受
け
止
め
る
機
会

か
に
し
た
。
こ
う
し
て
数
千
万

人
が
命
を
落
と
し
、多
数
の
難
民

と
孤
児
を
も
た
ら
し
た
、史
上
最

大
の
戦
争
は
終
わ
り
を
告
げ
た
。

歴
史
上
、
数
多
く
の
戦
争
が
あ
っ

た
が
、
こ
の
第
二
次
世
界
大
戦

は
、
異
な
る
政
治
・
社
会
体
制

間
の
優
劣
を
競
っ
た
こ
と
、
ア

ジ
ア
、
太
平
洋
地
域
が
主
戦
場

の
一
つ
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が

特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、核
戦
争
の
脅
威
を

戦
後
の
世
界
に
も
た
ら
す
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
民

主
主
義
の
拡
大
や
両
性
の
同
権

化
も
大
戦
後
に
多
く
の
地
域
で

実
現
さ
れ
た
。
そ
し
て
、時
は
経

ち
、
日
本
で
つ
い
に
憲
政
史
上

初
の「
女
性
総
理
大
臣
」が
誕
生
。�

　

イ
ギ
リ
ス
初
の
女
性
首
相
の

故
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー

氏
の
名
言
で
あ
る
、『
リ
ー
ダ
ー

は
好
か
れ
な
く
て
も
よ
い
。
し

か
し
、尊
敬
さ
れ
な
く
て
は
な
ら

な
い
』
を
目
標
に
す
る
日
本
の

「
鉄
の
女
」
に
世
界
の
注
目
も
集

ま
っ
て
い
る
。
戦
後
八
〇
年
、

昭
和
一
〇
〇
年
か
ら
年
が
明
け
、

創
立
一
五
〇
年
へ
の
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
が
始
ま
る
我
が
学
び
舎

二
松
學
舍
。
柏
と
九
段
下
の
唐

揚
げ
カ
レ
ー
の
味
を
懐
か
し
み

な
が
ら
、
ま
た
あ
ら
た
な
歴
史

を
刮
目
せ
よ
！　

ア
プ
リ
コ
ッ

ト
サ
ー
ク
ル
最
高
！ 

が
あ
ま
り
な
か
っ
た
。

　

だ
か
ら
、昨
年
度
は
生
徒
と

一
緒
に
学
び
、
貴
重
な
体
験
と

な
っ
た
。
ル
ー
ト
は
定
番
の
、

ひ
め
ゆ
り
の
塔
、
平
和
記
念
公

園
、
旧
海
軍
司
令
部
壕
、
首
里

城
、
美
ら
海
水
族
館
。
私
の
一

番
印
象
に
残
っ
た
も
の
は
、
旧

海
軍
司
令
部
壕
と
そ
の
近
く
に

あ
る
糸
数
壕
だ
。
沖
縄
の
方
言

で
「
ガ
マ
」
と
呼
ば
れ
る
天
然

の
洞
窟
で
、
避
難
壕
や
野
戦
病

院
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
実
際
に
入
っ
て
み
る
と
、

空
気
が
生
暖
か
く
、
自
然
光
の

入
り
に
く
い
真
っ
暗
な
洞
窟

で
、
奥
ま
で
広
が
る
穴
は
ど
こ

ま
で
も
続
く
深
い
闇
の
よ
う
に

思
え
た
。
命
の
危
機
が
な
い
現

代
で
す
ら
不
安
感
を
覚
え
る
空

間
に
、
当
時
の
人
々
の
恐
怖
は

ど
れ
ほ
ど
だ
っ
た
だ
ろ
う
と
感

じ
た
場
所
で
あ
っ
た
。

　

終
戦
か
ら
八
〇
年
。
戦
争
の

悲
惨
さ
や
残
酷
さ
を
次
の
世
代

に
も
身
近
な
も
の
と
し
て
伝

え
、恒
久
の
平
和
を
願
い
た
い
。
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ニ
（
一
八
六
六
）
年
十
二
月
の

内
侍
所
で
の
神
楽
に
出
席
し
て

風
邪
を
こ
じ
ら
せ
て
い
る
。
ニ

週
間
後
、
三
十
六
歳
で
亡
く

な
っ
て
い
る
。『
中
山
日
記
』

に
は
「
九
穴
よ
り
出
血
」
と
悲

惨
な
臨
終
の
様
子
が
記
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
激
動
の
時
代
に
十
四
歳

で
天
皇
に
な
る
の
が
明
治
天
皇

で
あ
っ
た
。
こ
の
継
承
劇
に
何

か
妙
な
力
が
働
い
た
よ
う
に
感

じ
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
の
天
皇
は
殆
ど
京

都
か
ら
出
る
こ
と
な
く
、
一
生

涯
を
終
え
て
い
る
。
し
か
し
明

治
天
皇
は
違
っ
て
い
た
。
明
治

元
年
（
一
八
六
八
）
と
な
る
年

に
大
阪
の
天
保
山
か
ら
初
め
て

海
を
見
て
感
動
し
て
い
る
。

　

日
本
初
の
観
艦
式
に
参
列
。

現
在
も
記
念
碑
が
天
保
山
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
式
を
取

り
仕
切
っ
た
肥
前
藩
の
砲
艦
電

流
丸
を
中
心
に
十
六
隻
の
群
団

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
方
に
フ
ラ

ン
ス
軍
艦
デ
ュ
プ
レ
ッ
ク
ス
号

が
続
き
、歓
迎
の
祝
砲
を
発
射
。

　

大
き
な
音
が
海
を
渡
っ
て
天

保
山
に
響
き
渡
っ
た
。
こ
の
と

き
、
明
治
天
皇
は
新
時
代
の
到

来
を
実
感
し
た
と
い
う
。

　

新
時
代
を
迎
え
、
そ
れ
ま
で

は
拝
謁
な
ど
望
む
べ
く
も
な

か
っ
た
薩
摩
・
長
州
・
土
佐
の

下
級
武
士
た
ち
が
面
会
を
許
さ

れ
た
の
だ
っ
た
。

　

な
か
で
も
補
佐
役
の
大
久
保

利
通
と
西
郷
隆
盛
に
は
強
い
衝

撃
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
堂
々

と
し
た
西
郷
の
姿
は
明
治
天
皇

に
ひ
と
つ
の
憧
れ
を
抱
か
せ
る

も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

こ
の
後
、
誇
る
べ
き
天
皇
を

創
り
上
げ
る
べ
く
公
務
時
間
が

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

と
取
り
決
め
ら
れ
、
学
び
と
し

て
教
育
係
（
侍
講
）
が
置
か
れ

た
の
だ
っ
た
。

　

日
本
を
代
表
と
す
る
人
物
と

し
て
天
皇
を
据
え
る
案
は
岩
倉

具
視
に
よ
る
も
の
で
、
明
治

天
皇
に
「
王
政
復
古
の
大
号

令
」
を
出
さ
せ
て
い
る
。
こ
の

岩
倉
に
多
く
の
知
恵
を
与
え
た

の
が
公
家
で
同
郷
人
で
あ
っ
た

玉た
ま
 
ま
つ
 
み
さ
お

松
操
で
あ
る
。

　

玉
松
は
「
神
武
創
業
の
古
に

還
れ
」
と
訴
え
た
。
そ
の
周
囲

近
代
日
本
創
設
記
①
︿
明
治
天
皇
〉

近
代
日
本
創
設
記
①
︿
明
治
天
皇
〉

　
幹
事
長
　
片
山
　
聖
英
（

　
幹
事
長
　
片
山
　
聖
英
（
5050
文
）
文
）

に
い
た
の
が
肥
後
藩
の
時
習
館

で
学
ん
だ
元も

と
 
だ
 
な
が
 
ざ
ね

田
永
孚
、
井
上
毅こ

わ
し

で
、
さ
ら
に
津
和
野
藩
出
身
の

福ふ
く
 
ば
 
び
 
せ
い

羽
美
静
と
大
国
隆た

か
 
ま
さ正

が
お

り
、
彼
ら
に
よ
り
神
道
政
策
や

廃
仏
毀
釈
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

福
羽
は
親
交
の
あ
っ
た
土
佐

藩
出
身
の
鹿か

 
も
ち
 
ま
さ
 
ず
み

持
雅
澄
が
『
万
葉

集
』
の
研
究
を
し
て
『
万
葉
集

古
義
』
を
生
涯
を
か
け
て
ま
と

め
上
げ
て
亡
く
な
っ
た
こ
と
を

知
り
、
そ
れ
を
明
治
天
皇
に
献

上
し
て
い
る
。

　

こ
の
研
究
書
な
ど
を
学
ぶ
こ

と
を
通
し
て
、
明
治
天
皇
は
天

皇
と
し
て
の
自
信
を
得
る
も
の

と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
が
紀

元
節
や
皇
紀
二
六
〇
〇
年
に
繋

が
る
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
後
に
東
大
総
長
と
な
る

加
藤
弘
之
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
政

治
学
が
学
ば
れ
て
い
る
。
そ
こ

に
補
佐
役
の
西
郷
隆
盛
の
発
案

に
よ
っ
て
漢
学
が
学
ば
れ
、西
郷

亡
き
後
、「
教
育
勅
語
」
の
発
布

に
続
く
も
の
と
な
る
の
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
昭
憲
皇
后
は
子

宝
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
側
室

に
よ
り
、
明
治
天
皇
は
十
五
人

の
子
ど
も
を
設
け
る
。
し
か
し

殆
ど
が
幼
少
で
亡
く
な
り
、
女

子
四
人
と
男
子
一
人
の
み
が
生

存
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
こ

の
男
子
一
人
が
大
正
天
皇
と
な

る
の
で
あ
る
。（
次
回
に
続
く
）

第122代明治天皇

　

近
代
日
本
を
創
設
す
る
た
め

に
中
心
に
据
え
ら
れ
た
の
が
、

「
天
皇
」
と
い
う
存
在
で
あ
る
。

　

明
治
・
大
正
・
昭
和
天
皇
と

い
う
三
代
に
渡
っ
て
「
誇
る
べ

き
日
本
人
の
理
想
像
」
と
し
て

の
天
皇
の
姿

イ
メ
ー
ジが

固
定
さ
れ
て
い

く
。
そ
れ
を
辿
っ
て
み
た
い
。

　

応
仁
の
乱
以
降
、
京
都
は
静

ま
る
間
が
な
か
っ
た
。

　

弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
年

十
月
二
十
七
日
に
第
一
〇
六
代

正お
お

親ぎ

町ま
ち

天
皇
が
践せ

ん

祚そ

（
即
位
）。

　

織
田
信
長
を
初
め
戦
国
大
名

た
ち
は
天
皇
を
敬
う
立
場
を

と
っ
て
い
る
。
豊
臣
秀
吉
は
天

皇
家
と
親
密
な
関
係
を
つ
く
り

た
く
て
動
く
が
全
く
認
め
ら
れ

て
い
な
い
。
そ
の
後
、
徳
川
家

康
が
天
下
を
と
る
と
、
逆
に
天

皇
家
よ
り
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ

ら
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
秀
忠
、
家
光
の
時
代

と
な
り
、
彼
ら
は
後
水
尾
天
皇

の
出
家
後
の
た
め
の
修
学
院
離

宮
の
造
営
の
費
用
を
出
し
て
い

る
。
同
じ
頃
、
家
光
に
よ
っ
て

日
光
東
照
宮
が
造
営
中
で
あ
っ

た
の
で
、
財
力
に
よ
る
権
威
の

平
衡
を
保
と
う
と
す
る
動
き
で

あ
っ
た
と
分
か
る
。

昭憲皇后

　

こ
の
後
、
十
一
代
に
渡
り
皇

位
が
継
承
さ
れ
て
い
く
が
、
公

家
諸
法
度
な
ど
に
よ
り
、
天
皇

家
の
地
位
は
低
い
と
こ
ろ
に
置

か
れ
て
い
た
。

　

そ
し
て
幕
末
を
生
き
た
の
が

第
一
二
〇
代
仁に

ん

孝こ
う

天
皇
と
第

一
二
一
代
孝こ

う

明め
い

天
皇
で
あ
る
。

　

仁
孝
天
皇
は
幕
末
の
情
報
を

収
集
し
て
学
ぶ
た
め
に
公
卿
の

子
弟
の
た
め
の
教
育
機
関
と
し

て
学
習
所
を
建
て
て
い
る
。

　

こ
の
機
関
が
後
の「
学
習
院
」

で
あ
る
。

　

そ
し
て
孝
明
天
皇
が
十
六
歳

で
践
祚
し
て
間
も
な
く
、
ア
メ

リ
カ
の
ペ
リ
ー
提
督
や
ロ
シ
ア

の
使
節
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
な
ど
が

来
航
、
激
し
い
勢
い
で
開
国
を

迫
っ
て
い
た
。
ま
さ
に
太
平
の

眠
り
を
覚
ま
す
蒸
気
船
に
翻
弄

さ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
た
。

　

幕
藩
体
制
は
弱
体
化
し
、
崩

壊
寸
前
で
あ
っ
た
。
十
四
代
将

軍
家
茂
に
皇
女
和
宮
の
降
嫁
が

進
め
ら
れ
て
い
く
。
和
宮
は
書

簡
に
「
天
皇
の
そ
ば
を
離
れ
た

く
な
い
」
と
い
う
心
情
を
訴
え

た
が
、
天
皇
家
と
し
て
の
苦
衷

を
察
し
て
降
嫁
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
孝
明
天
皇
は
慶
応
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１
１
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東
京
支
部
事
務
局
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ら

東
京
支
部
事
務
局
か
ら
　
事
務
局
長
　
中
原
敬
二（

　
事
務
局
長
　
中
原
敬
二（
6262
文
）
文
）

　

昭
和
一
〇
〇
年
、
戦
後
八
〇

年
と
い
う
区
切
り
の
年
に
あ
た

り
、
皆
さ
ん
に
思
い
を
綴
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
原
稿
は
幅
広
い
視

点
で
書
か
れ
て
は
い
る
の
で
す

が
、
そ
こ
に
底
流
し
て
い
る
の

は
「
戦
争
否
定
」「
平
和
希
求
」

「
豊
か
さ
の
本
質
」
な
ど
を
考

え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
に
気
づ
く
の
で
す
。

　
「
あ
の
戦
争
さ
え
な
か
っ
た

ら
」
と
悔
恨
の
情
を
訴
え
る
連

続
ド
ラ
マ
が
あ
り
、
戦
争
と
い

う
も
の
の
理
不
尽
さ
に
憤
ら
ざ

る
を
得
な
い
の
で
す
。

　

今
も
戦
争
し
て
い
る
国
が
あ

り
、
一
方
的
に
権
力
者
た
ち
の
欲

望
を
通
そ
う
と
す
る
た
め
に
だ
け

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
に
区
切
り

の
年
と
書
き
ま
し
た
が
、
区
切
り

を
確
認
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら

の
我
々
の
在
り
方
や
行
う
べ
き
こ

と
を
確
認
す
る
こ
と
で
す
。
他
者

を
理
解
す
る
こ
と
は
本
来
、
違
い

を
知
り
、
認
め
合
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
意
味
が
地
球
上
に
行
き

渡
る
年
と
な
る
よ
う
願
い
ま
す
。

　

令
和
六
年
十
二
月
か
ら
令
和
七
年

十
一
月
ま
で
に
年
会
費
を
納
入
し
て
い

た
だ
い
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

松
苓
会
東
京
支
部
は
会
員
の
皆
様
か

ら
の
会
費
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

大
山
由
美
子（
47
文
）

大
渕　

俊
明（
50
文
）

金
井　
　

康（
41
文
）

楠
山　
　

愛（
85
文
）

田
丸　
　

勉（
39
文
）

中
原　

敬
二（
62
文
）

2025年度　二松學舍松苓会東京支部予算
自　2025年４月１日　　至　2026年３月31日

（単位　円）

収入の部 支出の部

科　目 予　算 備　考 科　目 予　算 備　考

会費 80,000 会報費 60,000 支部報作成費

支部運営助成費 250,000 松苓会本部より 通信運搬費 120,000 会員への郵送料等

会議費 0 役員会開催にかかる費用

総会補助費 30,000 総会にかかる費用

振込手数料 7,000 郵便振替他

活動補助費 50,000 講演会謝礼文学散歩経費等

交通費 20,000 役員交通費

交際費 40,000 他支部祝金等

慶弔費 20,000

消耗品費 10,000 宛名ラベル・文房具等

予備費 10,000

小　計 330,000 小　　計 367,000

前年度繰越金 598,351 翌年度繰越金 561,351

合　計 928,351 合　　計 928,351

会
計
報
告

会
計
報
告

予
算
案

予
算
案  

2024年度　二松學舍松苓会東京支部会計報告
自　2024年４月１日　　至　2025年３月31日

（単位　円）

収入の部 支出の部

科　目 予　算 決　算 差　異 科　目 予　算 決　算 差　異

会費 70,000 80,000 10,000 会報費 100,000 96,800 3,200

支部運営助成費 250,000 319,868 69,868 通信運搬費 200,000 103,231 96,769

雑収入 31,644 31,644 会議費 0 0 0

総会補助費 30,000 73,500 △ 43,500

振込手数料 7,000 6,704 296

活動補助費 90,000 58,224 31,776

交通費 20,000 18,714 1,286

交際費 40,000 40,000 0

慶弔費 20,000 0 20,000

消耗品費 10,000 0 10,000

予備費 10,000 0 10,000

小　計 320,000 431,512 111,512 小　　計 527,000 397,173 129,827

前年度繰越金 564,012 564,012 0 翌年度繰越金 357,042 598,351 △ 241,309

合　計 884,012 995,524 111,512 合　　計 884,042 995,524 △ 111,482

雑収入：他支部からの祝金、預金利子
金銭出納帳等を監査した結果、上記の会計報告に相違ないことを報告します。

2025 年　８　月 30 日　　　　監　　事　大 渕 俊 明 ㊞

◆
会
費
納
入
の
お
願
い
◆

　

年
会
費
二
千
円　

終
身
会
費
一
万
円
（
七
十
歳
以
上
）

◎
振
込
先　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
普
通
口
座

　
（
ニ
シ
ョ
ウ
ガ
ク
シ
ャ
シ
ョ
ウ
レ
イ
カ
イ
ト
ウ
キ
ョ
ウ
シ
ブ)

　
　

記
号
一
〇
一
七
〇　

番
号
四
五
八
六
九
二
一

　

今
年
度
か
ら
支
部
報
は
年
一
回
の
発
行
に
な
り
ま
し
た
。
松

苓
会
東
京
支
部
で
は
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
情
報
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
伝
え
た
い
事
や
支
部
活
動
の
感
想
な
ど
、
何
で
も
結

構
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

連
絡
先k-nakaha@

nishogakusha-u.ac.jp
（
事
務
局
長 

中
原
）


